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「介護予防・日常生活支援総合事業」の充実に向けた意見

民間介護事業推進委員会

（１）地域の実情に応じた多様かつ柔軟な取り組みとしていただくとともに、民間の創

意工夫、即時的な対応といった特性を最大限活かせるものとしていただきたい。

○住み慣れた地域での暮らしは、自然環境・気候風土はもとより、その地域に根差した

文化や生活習慣などともに営まれてきたものです。できる限り住み慣れた地域で暮ら

し続けるためには、それぞれの地域ごとにカスタマイズされた多様かつ柔軟な取り組

みであるべきです。交付要綱・要領、ガイドライン等を示されることは否定しません

が、「これでなければならない」ではなく、地域の実情に応じて創意工夫や即時的な

対応ができ、地域ごとの競争を育むことによってより高度化していけるよう、柔軟で

自由度の高い運用としていただきたいと思います。

○また、取組む上で発生した課題等に対しても迅速に改善が行えるようにすることや、

自治体等の担当者の異動等により継続性が損なわれることのないよう配慮していただ

きたいと思います。



「介護予防・日常生活支援総合事業」の充実に向けた意見

民間介護事業推進委員会

（２）日常生活が自立している段階から、できるだけ早期からのアプローチが可能な

仕組みとしていただきたい。

○「介護予防・日常生活支援総合事業」の趣旨目的に照らすと、高齢者の機能レベルと

しては、日常生活が自立している段階から、要支援・要介護の状態にならないよう、

生きがいを持って活躍できる場や長く就労できる環境、健康づくりや介護予防の取組

みを推進する必要があります。このため、日常生活が自立している高齢者をはじめと

して幅広く対象としていくべきであると考えます。

○また、これらの高齢者は、日常生活において、公共サービスのみならず、民間から

供給されるあらゆる商品やサービスを利用されていますことから、早期からアプロー

チすることが可能となります。このため、当該事業の充実に向けては、できる限り早

期からの関与が可能となるような運用としていただきたいと思います。



「介護予防・日常生活支援総合事業」の充実に向けた意見

民間介護事業推進委員会

（３） 「介護予防・日常生活支援総合事業」の運営にあたって、人材の確保や質の向上、

運営に係るコストについての適正な評価をいただきたい。

○「介護予防・日常生活支援総合事業」については、全国的にみても十分かつ、多様な

サービス提供体制が整っていない状況です。また、サービスの質を確保していかなけ

ればなりません。「生活援助従事者研修」等の担い手の育成も含め、その体制を整備

し、受け皿づくりを急がなければなりません。しかしながら、人材の確保や研修等の

質の向上、処遇改善や物価の高騰等により運営に係るコストが引き上がっているのも

実情です。

このため、当該事業運営に係るコストについて、適正に評価いただけるようにお願

いします。



「介護予防・日常生活支援総合事業」の取組み事例の紹介

民間介護事業推進委員会

民間介護事業推進委員会の構成団体のうち、下記の取り組み事例を紹介する。

〇 生活協同組合における「介護予防・日常生活支援総合事業」に係る

取り組み事例について（一般社団法人全国コープ福祉事業連帯機構）

〇 介護予防サービスセンター「きらり」設立に向けた経緯と今後の展望について

（JAみどりの）



一般社団法人 全国コープ福祉事業連帯機構

生活協同組合における
「介護予防・日常生活支援総合事業」

に係る取り組み事例について
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地域包括ケアシステムの構築について

厚生労働省HP 介護予防・日常生活支援総合事業の基本的な考え方より抜粋



新しい地域支援事業の全体像

厚生労働省HP 介護予防・日常生活支援総合事業ガイドラインより抜粋



総合事業の目的・考え方

厚生労働省HP 介護予防・日常生活支援総合事業ガイドライン（概要）より抜粋



生協とは

●生協とは
「消費生活協同組合法（略称 生協法）」に基づいて設立される協同組合のひとつで、利用者である組合
員自身が出資し、意思決定や運営に参画しています。
●事業種類は
宅配や店舗での商品供給、共済、医療・福祉事業などを行っています。
●組合員組織として
組合員同士の助け合い活動やくらしに関わる学習活動など、各地域で幅広い活動に取り組んでいます。



地域生協の組合員は2,330万人に（2021年度）



地域生協の事業概況（2022年度推計）



ふだんのくらしを支えるインフラとして



配食事業・移動店舗：事業のインフラを活用し、地域の課題解決に向けて取り組む

配食事業

45都道府県46生協 17万9千食/日 （2021年度）

移動店舗

28道府県 31生協232台 （2022年度）

高齢化が進む地域や中山間地域での買い物を支援減塩メニューや介護・医療食等も展開がすすんでいます



行政・関係機関と連携した

地域社会づくりの取組み
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行政と連携し地域社会づくりを進めています
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包括連携協定の締結も全国に広がっています
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地域の課題解決を図る取組を行う組織との連携



高齢者・障がい者・子育て家庭等への活動

2021年度の助け合い活動の活動時間および活動者数
（日本生協連調査）
・４７生協８２組織が活動
・活動時間数 48万3,212時間
・活動者数 1万6,670人

新型コロナウィルスの影響を受け近年は活動が減少。
最も多い活動は高齢者支援。長年の活動により担い手
も高齢化し、高齢者同士の支援が行われる事例も。
2021年度末時点で11の活動が総合事業（訪問型サービ
スB類型）に取り組む。

高齢者宅での助け合い活
動

■くらしの助け合い活動
くらしの困りごとを組合員同士で助け合う有償ボランティア活動。
1983年に兵庫県内で活動が始まり、全国の生協へ。



くらしの助け合い活動 活動時間および活動会員の推移



地域における

介護予防・生活支援の取組み
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コープさっぽろ（北海道） 「まる元」（協業事業による介護予防の取組み）

市町村・NPO・大学・生協による協業事業。

体力測定の結果にもとづいて、体力別（地域によっては地
区別）にクラス分けし、健康運動指導の専門家が一人ひと
りの体力に合わせ、やる気を高める運動「まる元（地域ま
るごと元気アッププログラム）」を実施。

高齢者のための運動教室を中心に、文化活動や地域のス
ポーツイベントなども展開。

生協は、健康運動指導士の雇用と、宅配・店舗事業を活用
した広報活動を担う。

2021年度は、年間合計33,178人が参加

事業スキーム

ＣＯ･ＯＰ共済 健康づくり支援企画から紹介



エフコープ生活協同組合（福岡県） ウォーキング企画

運動不足の生活習慣を改善して健康寿命を延ばす
ために、「楽しく、始める、続ける」ことのでき
るウォーキング大会を地域で実施。

健康づくりにつながる軽運動に親しみ、いつでも
楽しみながら実践できる「健康づくりステーショ
ン」の設置を推進。自治体と協力しウォーキング
大会を開催。

2021年度はコロナ禍の中、2回企画

378人が参加。

自然公園である「太宰府市民の森」に総
合案内板や立看板、ルーペ付きオブジェ
などがある健康づくりステーションを設
置

ＣＯ･ＯＰ共済 健康づくり支援企画から紹介



みやぎ生活協同組合（宮城県、福島県） 健幸！らくらくフィットネス

健康的な暮らしを創る担い手づくりと元気な高齢者
を増やす取り組み。

孤立を防ぎ自分の足で歩き続けるための筋力アップ
の方法を学べる講座「健康らくらくフィットネス」
を開催。費用は無料。

コミュニティーヘルス事業に取り組む法人と連携、
専門職（理学療法士、看護士）が講師を担う。

「きらきら健幸サポーター」を養成を通じて、活動
の場づくりをすすめている。

コロナ禍においてはYouTubeを通じたオンライン配
信が中心となる。2021年度は年間183名が参加。

ＣＯ･ＯＰ共済 健康づくり支援企画から紹介



ならコープ（奈良県） くらしを支える地域拠点「ならコープ下市ステーション」

過疎化が進み、車の運転ができない高齢者は買い物が
困難。

地域の銀行・自治体・ならコープの３社で協定を締結。

銀行の旧支店を利用し、生協の配達だけでなく、食料
品・日用品の販売、住民の交流スペース、災害時の避
難所、屋上ソーラーパネル発電、という多機能施設と
して運営。

毎週、店舗から生鮮品・インストアベーカリー等を積
んだ移動店舗を運行。

施設の職員は地域町民がおり、地域の高齢者の様子な
どにも詳しく見守りにつながっている。

オープン日の来場者

移動店舗の利用



福井県民生協（福井県） 高齢者の就労支援を見据えた実証実験

くらしの助け合い活動の「きらめきくらしのサ
ポート」において、22年４月からスマホのマッ
チングアプリ「福井版GBER」を活用する実証
実験を開始。

福井県は、高齢者が住み慣れた地域でいきいき
と暮らし続けることができる社会の実現を目指
し、高齢者の「健康づくり」と「就労等支援」
の充実を図るための共同研究協定を21年10月に
東京大学と締結。

介護給付費シェア率が県内で第一位という福井
県民生協の介護事業の実績から、高齢者の「就
労等支援」の実証実験のモデルとして選定を受
ける。

東京大学が開発したアプリの名称は「GBER（ジーバー）」。
「Gathering Brisk Elderly Region（地域の元気な高齢者を集
める）」の頭文字を取った略語。



「生協が行う地域福祉の先駆的な取組事例」

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hu
kushi_kaigo/seikatsuhogo/seikyou/index.html



介護予防サービスセンター「きらり」設立に向けた
経緯と今後の展望について

ＪＡみどりの







福祉事業に取り組み早１７年

・居宅介護支援
・訪問介護
・福祉用具 ふれ愛福祉センター鹿島台

ふれ愛福祉センター田尻

・居宅介護支援
・デイサービスセンター

「えがお」

・居宅介護支援
・デイサービスセンター
「こころ」・「うらら」

介護報酬の減、介護人材の確保等
厳しい状況の中 現在は3拠点事業
所で居宅介護支援・訪問介護・通所
介護事業・福祉用具事業を展開

ふれあい福祉センター小牛田



「JAらしさ」と「事業経営」の両立が必要

「やるべきこと」
「やれること」

介護予防への取り組み

・介護予防日常支援総合事業
通所型サービスA

・一般介護予防事業
・ＪＡ高齢者生活支援事業
（介護保険外サービス）
ライフサポートみどりの
自費ベットレンタル

JAが地域に無くてはならない
「必要とされる組織」であるために

ＪＡらしさ 事 業



新たな取り組み「通所型サービスＡ」



＜サービス改革＞

お世話して差しあげます

「至れり尽くせり」サービス

↓

自立を最大限支援する

「出来るをもっと増やす」サービス

軽度の方が増え、介護予防の取り組みは重要！！
介護状態にならない為の、より効果的な取り組みが求められる

至れり尽くせりサービス

「出来る」をもっと増やすサービス

危ないから座ってて下さいね

一生涯自分らしく 出来る事は自分で！



ＪＡみどりの 概要



会場はＪＡみどりの本店内で本店内に通所型サービスＡ開設を決定！

エレベーター完備車椅子用トイレ



３階からは美里の街が一望できます！

すぐ近くにはＪＲ東北本線小牛田駅があります。



隣接のエーコープ店舗で買い物支援実施
自立した生活を目指します。

産直市場元気くん市場には

新鮮野菜がたっぷり！

実際に自分で選んで買い物

できるのは嬉しいね



なんとも怪しげな名前ですが・・・

これが筋トレマシン 「ボディスパイダー」です！！
危ないから座ってて！＝「動かさない介護」

↓ チェンジ！！

今「出来る」ことをもっと増やそう！



可動式、しかもコンパクトに収納可能！

収納時は直径８０センチ程で

コンパクトに収納できます。

スイッチポン！電動で３０秒ほどで直径３mほどの

運動機器に！ゴムの負荷で安全に筋トレできます。

役職員全員で体験しました



スタッフは２名

介護予防運動指導員資格取得

JA介護予防運動サポーター

養成研修を受講



行政との調整に難航

●報酬単価設定は

１回単位で・・

●事業所申請要項が

示されず・・・

イライラ・・・・

まだ決裁がおりなくて・・・

なかなか通所型サービスの設置基準要綱は示されず・・・・



介護サービス難民ゼロを目指して！！

• 一律に提供されていた介護予防サービスが行政ごとに対応
が違ってくること

• 予防の方のサービスは制限する（または受け入れしない）事
業所が多くなる可能性大

• 介護報酬についても抑制される見込み
↓

ＪＡは地域貢献活動として、
通所型サービスＡに取り組み
ボランティア協力を得ながら、
介護予防サービスを継続していきたい



新御３Kボランティアしませんか？
＜新３Ｋの定義＞

「Ｋ」 健康になれる！

「Ｋ」 感謝される！

「Ｋ」 貢献できる！

強制ではなく

共 生
という意識で！

ボランティア

募集のチラシです。

２６名のボランティア登録となりました！



ＪＡ助け合い組織の協力
登録ボランティアさんへの研修♪

ママ達は向こうで
お料理に挑戦！

助け合い組織会員は

５０代から７０代の女性

研修時もボランティアさんの明るい

笑い声が響きます。



介護予防は「事業」と「活動」2つの側面

事 業
「き ら り」

総合事業･要支援1の方

活 動
「おとなの学び舎」

地域の元気シニア向け



部門間連携事業
総務部・金融部・福祉部・共済部

百歳元気プロジェクト！！

元気高齢者向け介護予防教室

「おとなの学び舎」

総務部生活指導事業とタイアップし

介護予防活動「ＪＡみどりの百歳元気

プロジェクト」の一環として、年金友

の会、女性部アグリミセス・ＯＧ会会

員の方を対象に参加者募集！活動費は

ＪＡ共済地域活性化活動助成金を活用

１０回コースで好評開催中！



いつも「えがお」で
「こころ」「うらら」か
「きらり」と輝く毎日を☆

ＪＡみどりの通所型サービス「介護予防センター」

「き ら り」 に 決 定 ！



１１月８日介護予防センター「きらり」開所！！



JAみどりの通所型サービスA
（営業日）第１～第４水曜日 ※年末年始12/31～1/3除く

（利用者）総合事業対象者・要支援1 定員１５名

（人員） 管理者１名 介護員２名 ボランティア

（利用料）3700円／回 1割負担の方は370円 2割負担740円

送迎 ～10：00

10：00～10：25 挨拶＆健康チェック

10：30～11：00 体操・筋力トレーニング

11：10～11：30 歓談 脳トレレクリエーション

11：30～12：00 ボディスパイダー

12：00～昼食

12：50～買い物支援（Aコープこごた店）

13：30 送迎車出発



元気な時も、介護が必要になっても

き ら り 利 用 おとなの学び舎

卒業

編入

最終目標

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

介護保険サービス



宮城県 JAみどりの

管内には
１市･２町の行政



思ったようにはいかないもので・・
〇〇町からの

事業所指定を待つばかり

だったのに・・・

どうして・・
・・・？！



難攻不落の 〇〇市

「通所型サービ
スA｝に取り組
む意向のある
のはＪＡだけ
なんで・・・

とりあえず
今のところは地域
住民が主体となっ
て行う一般介護
予防事業で行く
方向ですし・・・



好評です！
JA健康寿命１００歳プロジェクト

「おとなの学び舎」



「きらり」開所 ８ヶ月が過ぎ・・

予防・総合事業対象者を
担当するケアマネジャー

の確保

自費サービス検討？！

利用者の確保！



「きらり」には大きな期待と可能性がある！



多世代・多機能地域コミュニティ施設
実現に向けて、はじめの１歩

JA保育園 + 地域交流施設



ＪＡみどりの キャッチフレーズ

「いのち」育み「あした」をつくる



ご静聴ありがとう ございました
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